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O M A C H I No.1126

11
2024年（令和６年）

　大町市は、昭和29年７月１日に市制施行してから70周年を迎えました。
10月５日に「大町市制施行70周年記念式典」が文化会館で開催され、市民
の皆さんをはじめ、来賓など約600人が参加しました。
　式典では牛越市長の式辞および来賓の祝辞、また、中学生による市民
憲章の朗読が行われました。
　式の最後には、市立大町総合病院藤本院長が音頭を取り、大町市の更
なる発展と市民の皆さんのご多幸を祈念して、参加者全員で万歳三唱を
行いました。

主な内容
❷　令和５年度決算
❺　シニア世代限定合同企業説明会
❻　みんなで支える国民健康保険
❽　入札参加資格が
　県と共同受付になります
❾　消費者トラブルにご注意！
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令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
１
８
６
億
１
８
４
４
万
円
、

歳
出
総
額
１
８
１
億
４
７
８
９
万
円

に
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
差
引
額

は
４
億
７
０
５
５
万
円
の
黒
字
、
令

和
６
年
度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
除
い

た
実
質
収
支
額
は
３
億
２
３
８
１
万

円
の
黒
字
で
し
た
。

【
歳
入
︼

　
歳
入
の
内
訳
で
は
、
市
税
が
44
億

７
０
２
万
円
で
全
体
の
23
・
７
％
を

占
め
て
い
ま
す
。前
年
度
比
３・０
％

（
１
億
２
９
１
３
万
円
）増
、
収
納
率

は
全
体
で
98
・
４
％
と
な
り
、
前
年

度
を
０
・
５
％
上
回
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
61
億
９
８
９
１
万

円
で
全
体
の
33
・
３
％
を
占
め
、
歳

入
の
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。
内
訳
は
、

普
通
交
付
税
が
50
億
５
９
４
０
万
円
、

特
別
交
付
税
は
11
億
３
９
５
１
万
円

で
し
た
。

　
繰
入
金
は
６
億
７
３
２
０
万
円
と

な
り
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
繰
入

金
の
増
、
北
ア
ル

プ
ス
山
麓
仁
科
の

里
整
備
基
金
繰
入

金
の
増
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度

比
１
６
３
・
３

％
増
で
し
た
。

︻
歳
出
︼

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
電
力
な
ど

の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
子
育
て
世

帯
や
低
所
得
世
帯
を
対
象
と
し
た

給
付
金
事
業
に
３
億
６
３
０
２
万

円
、
地
域
経
済
活
性
化
と
消
費
促
進

の
た
め
の
商
品
券
事
業
に
２
億
２
８

４
０
万
円
、
ひ
と
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
１
２
９
９
万
円
、
定
住
促

進
事
業
に
６
６
０
６
万
円
、
保
育
所

管
理
運
営
事
業
に
１
億
６
５
２
７
万

円
、
中
小
企
業
支
援
の
た
め
市
制
度

融
資
資
金
の
原
資
預
託
金
に
６
億
５

０
０
０
万
円
な
ど
の
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
工
場
誘
致
振
興

条
例
に
よ
る
助
成
金
３
億
１
４
４
３

万
円
、
雪
害
対
策
経
費
に
３
億
１
８

４
９
万
円
、
住
宅
耐
震
化
推
進
や
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
に
３
９
２

５
万
円
、
小
学
校
再
編
の
た
め
の
環

境
整
備
事
業
に
３
７
９
８
万
円
、
病

院
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
８
億
１
０

０
０
万
円
、
福
祉・子
育
て
や
雇
用・

農
林
業
の
振
興
、
道
路
・
水
路
の
整

備
、
消
防
、
教
育
、
災
害
復
旧
、
市

の
所
有
す
る
公
共
施
設
の
維
持
管
理

事
業
な
ど
の
歳
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
過
疎
対
策
事
業
債
や
合

併
特
例
事
業
債
な
ど
の
返
済
で
す
。

令和５年度

決 算

５
年
度
の
主
な
事
業

未来を育む
ひとが輝くまちづくり経費　181億4，789万円

　令和５年度の「一般会計」、国民健
康保険や公営簡易水道など三つの

「特別会計」、水道や病院など五つの
「企業会計」の決算が、市議会９月定
例会で認定されました。　　
　それぞれの会計の決算状況をお知
らせします。

市　　　税 市民税や固定資産税など皆さんが
納税したお金

地方譲与税 国税から譲与されたお金（自動車重
量譲与税・地方揮発油譲与税など）

地方消費税交付金 地方消費税の市町村交付金
地方交付税 市の財政力に応じて国から交付　

されたお金
国庫支出金 事業に対しての国からの補助金など
県 支 出 金 事業に対しての県からの補助金など
繰　入　金 積立金の取り崩し
繰　越　金 前年度の繰越金
市　　　債 事業を行うために銀行などから　

借りたお金
諸　収　入 預金利子や貸付金の回収金
そ　の　他 保育料や使用料、寄附金など

　自主財源 市が自主的に収入することができ
る財源

　依存財源 国や県から交付される財源および
市債

議　会　費 市議会の運営のための経費
総　務　費 一般事務や財産管理、積立金など

の経費
民　生　費 福祉全般や子育て支援などの経費
衛　生　費 病気予防のための各種健診やごみ

処理などの経費
労　働　費 雇用促進などの経費
農林水産業費 農林業の振興と農道や森林道整備

の経費
商　工　費 企業誘致や商工業、観光振興の経費
土　木　費 道路・水路・公園整備などの経費
消　防　費 消防や防災活動の経費
教　育　費 小・中学校整備や学校教育、生涯

学習、スポーツ振興などの経費
災害復旧費 災害復旧に要した経費
公　債　費 借入金の返済金

歳入総額
186億1,844万円 諸収入

14億4,966万円
7.8％

市債
7億6,015万円
4.1％

依存財源
107億2,744万円
57.6％

依存財源
107億2,744万円
57.6％

自主財源
78億9,100万円
42.4％

自主財源
78億9,100万円
42.4％

国庫支出金
17億4,274万円
9.4％

繰越金  8億1,134万円  4.4％
繰入金  6億7,320万円  3.6％

その他の自主財源  5億4,978万円  2.9％

県支出金 9億9,101万円  5.3％
地方消費税交付金  6億8,789万円  3.7％

その他の依存財源
1億3,370万円  0.7％

地方譲与税
2億1,304万円  1.1％

市税
44億702万円
23.7％

地方交付税
61億9,891万円
33.3％

※各項目で、
端数処理しています。

歳出総額
181億4,789万円

民生費
45億1,660万円
24.9％

衛生費
28億263万円
15.4％

教育費
12億2,642万円
6.8％

土木費
15億4,167万円
8.5％

消防費
4億8,291万円
2.9％
消防費
5億1,318万円
2.8％

公債費
14億4,942万円
8.0％

災害復旧費
3,264万円
0.2％

商工費
15億1,604万円
8.3％

農林水産業費  7億520万円  3.9％
労働費  1億2,208万円  0.7％

議会費  1億4,566万円  0.8％

総務費
35億7,635万円
19.7％

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
財
政
係

℡
□市
内
線
５
９
１

定住促進事業
信濃大町魅力体験ツアーを実施しました

ひとが輝くまちづくり事業
公開審査会の様子

雪害対策経費
市道の除雪状況

保育所管理運営事業
みんなでイモほりをしました
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令和５年度　決算

特別会計　特定の事業を行う場合に、他の会計と区別するため設置している会計

企業会計　民間企業と同様に利用料などの事業収益で運営する会計

財政指標から見る財政状況

市債残高　各年度末の市債（市の借金）残高の推移

市には三つの特別会計があり、令和５年度はすべて黒字でした。
※国民健康保険は６～７ページに詳しく掲載しています。

会計名 歳入 歳出 差引額
国民健康保険（事業勘定） 29億1,638万円 28億9,077万円 2,561万円
後期高齢者医療 4億2,228万円 4億1,251万円 977万円
公営簡易水道事業 4億 137万円 2億1,693万円 1億8,444万円

市には五つの企業会計があり、令和５年度はすべて黒字でした。
会計名（収益的収支） 収入 支出 差引額

水道事業 5億6,263万円 4億6,458万円 9,805万円
温泉引湯事業 7,316万円 6,610万円 706万円
公共下水道事業 10億5,843万円 9億3,633万円 1億2,210万円
農業集落排水事業 1億1,558万円 8,572万円 2,986万円
病院事業 53億4,041万円 52億3,834万円 1億 207万円

※特別会計・企業会計は項目ごと端数処理をしています。

区分　　　　　　　　　　　　　　　　年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
一般会計 141億円 131億円 124億円
特別会計・企業会計を含む全会計 253億円 230億円 213億円

うち市単独で負担する残高 ※１ 91億円 81億円 73億円
市民１人当たりの額 96万円 89万円 84万円 ※２

市単独で負担する残高に対する
市民１人当たりの額 35万円 31万円 29万円 ※２

※１　市全体の市債残高から地方交付税により国から補
ほ

塡
てん

される額を除いたもの
※２　令和５年度末の市民１人当たりの額は、令和６年３月31日現在の人口（25,495人）を基に算出

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」による、「健全化判断比率」と「資金不足比率」です。
　令和５年度決算数値は、前年度に引き続き、全ての指標で早期健全化基準を下回りました。今後も複
数年にわたる継続的な行財政改革を進めていきます。適切な財政運営のため、これからも市債を活用す
る際は事業を厳選し、国からの交付税による措置率が高い有利な市債の活用を図るなど公債費の抑制に
努めるとともに、公営企業の経営改善を図っていきます。

　実質赤字比率　
　財政運営の悪化度合い（一般会計のみ）

赤字なし　（前年度：赤字なし）
早期健全化基準　　13.27％

　実質公債費比率　
　公債費による財政の圧迫度合い

　8.3％　　（前年度：8.6％）
早期健全化基準　　　25.0％

　連結実質赤字比率　
　財政運営の悪化度合い（全会計）

赤字なし　（前年度：赤字なし）
早期健全化基準　　18.27％

　将来負担比率　
　将来の財政を圧迫する可能性

31.9％　　（前年度：34.0％）
早期健全化基準 　　350.0％

数値なし（前年度：数値なし）
経営健全化基準　　　20 .0 ％

健全化判断比率４指標　一定の基準以上で財政の健全化が必要

資金不足比率
公営企業会計の事業規模に対する資金の不足の割合
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先
月
５
日
、
市
制
施
行
70
周
年
の

記
念
式
典
を
、
衆
参
両
院
の
国
会
議

員
は
じ
め
、
県
議
会
議
員
、
姉
妹
都

市
、友
好
都
市
、近
隣
市
町
村
の
首
長
、

議
長
な
ど
の
来
賓
と
市
民
の
皆
様
合

わ
せ
て
約
６
０
０
人
の
ご
出
席
の
も

と
、
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
町
市
は
昭
和
29
年
７
月
１
日
、

大
町
お
よ
び
平
村
、
常
盤
村
、
社
村

の
一
町
三
村
が
合
併
し
、
市
制
を
施

行
し
ま
し
た
。
当
時
、
県
内
他
の
地

域
で
は
、
合
併
に
対
す
る
反
対
運
動

が
あ
る
中
、
大
町
で
は
若
い
世
代
の

皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
合
併
推
進
に

向
け
て
活
動
を
展
開
し
、
や
が
て
幅

広
い
運
動
と
な
り
、
念
願
の
合
併
に

至
り
ま
し
た
。

　
私
は
式
辞
で
こ
う
し
た
経
緯
を
振

り
返
り
、
こ
の
当
時
の
合
併
に
向
け

て
の
活
動
は
、
平
成
18
年
１
月
１
日

に
八
坂
村
、
美
麻
村
と
合
併
し
た
、

現
在
の
大
町
市
が
進
め
る「
市
民

参
加
と
協
働
」の
先
駆
け
と
も
い
え
、

郷
土
を
想お
も
う
市
民
の
皆
様
の
主
体
的

な
取
り
組
み
が
、
今
日
ま
で
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
70
周
年
記
念
の
年
を
、
先
人

た
ち
が
、
営
々
と
地
域
を
築
き
上
げ

て
こ
ら
れ
た
偉
業
に
思
い
を
寄
せ
、

郷
土
の
歴
史
、
文
化
を
改
め
て
振
り

返
り
、
天
与
の
恵
み
や
貴
重
な
地
域

の
資
産
を
、
確
実
に
後
世
に
引
き
継

ぐ
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
機
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民

の
皆
様
の
参
画
に
よ
り
、
市
の
目
指

す
将
来
像「
未
来
を
育
む　
ひ
と
が

輝
く　
信
濃
お
お
ま
ち
」の
実
現
に

向
け
て
、
市
民
が
主
役
と
な
り
、
い

き
い
き
と
輝
く
、
活
力
と
魅
力
に
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
改
め
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
式
典
の
結
び
に
、
次
の
時
代
を
託

す
市
内
３
校
の
中
学
生
の
代
表
が
、

市
民
憲
章
第
１
章
の「
厳
し
い
風
雪

に
耐
え
て
た
く
ま
し
く
、
心
優
し
く

生
き
る
市
民
で
す
」か
ら
第
５
章「
郷

土
を
愛
し
、
自
己
を
み
が
き
、
未

来
を
創
る
幸
せ
を
喜
び
合
う
市
民
で

す
」ま
で
の
各
章
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　
こ
の
市
民
憲
章
に
う
た
わ
れ
た
市

民
像
の
実
現
に
向
け
、
力
を
尽
く
し

て
前
進
す
る
こ
と
が
今
に
生
き
る
私

た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
使
命
だ

と
考
え
ま
す
。
10
年
後
、
さ
ら
に
は

50
年
後
も
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
大
町
市
の
発
展
の
た
め
、
市
民

の
皆
様
の
な
お
い
っ
そ
う
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
日
時　
11
月
15
日（
金
）

午
後
１
時
40
分
～
３
時
30
分

※
最
終
受
付　
午
後
２
時
30
分

■
会
場　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町

２
階　
大
会
議
室

■
対
象
・
定
員　
お
仕
事（
求
職
・

転
職
）を
お
考
え
の
シ
ニ
ア
世
代

（
お
お
む
ね
60
歳
以
上
）先
着
70
人

■
申
し
込
み　
11
月
13
日（
水
）午

後
３
時
ま
で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
電
話
で
、
大
町
市
創
業
支
援
協

議
会
生
涯
現
役
環
境
づ
く
り
部
会

事
務
局
へ
。

■
そ
の
他　
当
日
、
受
付
に
て
簡

単
な
受
付
票
を
ご
記
入
い
た
だ
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

大
町
市
創
業
支
援
協
議
会
生
涯
現

役
環
境
づ
く
り
部
会
事
務
局　

℡
８
５
・
４
７
５
５

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
）

Ｅ
メ
ー
ル

info@
om

achi-geneki.org

お
知
ら
せ

無
電
柱
化
の
日

　
11
月
10
日
は「
無
電
柱
化
の
日
」

で
す
。「
１
」を
並
ぶ
電
柱
に
見
立

て
、
そ
れ
を「
０
」に
す
る
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。
国
土
交
通
省

で
は
、「
道
路
の
防
災
性
能
の
向

上
」「
通
行
空
間
の
安
全
性
・
快
適

性
の
確
保
」「
良
好
な
景
観
形
成
」

な
ど
の
観
点
か
ら
無
電
柱
化
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
本
通
り
の
無
電
柱
化
整

備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
11
月
10
日

は「
無
電
柱
化
」に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
建
設
係

℡
□市
内
線
６
７
４
・
６
７
５

　
市
と
市
創
業
支
援
協
議
会
生
涯
現
役
環
境
づ
く
り
部
会
で
は
、
市
内
企

業
・
団
体
と
シ
ニ
ア
世
代
と
の「
お
仕
事
の
橋
渡
し
」イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

シ
ニ
ア
限
定
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

求
人
活
動
中
の
企
業
・

団
体
と
直
接
会
話
で
き
る
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
町
、
北
ア

ル
プ
ス
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン

タ
ー
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

　
昨
年
ま
で
に
延
べ
１
２
０
人
の
シ
ニ
ア
世
代
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

37
人
の「
お
仕
事
の
橋
渡
し
」を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
無
料
、
履
歴
書
不
要
で
す
。
あ
な
た
の
求
職・転
職
を
応
援
し
ま
す
。

【第170回】
市制70周年
を祝う

大町市長
牛越 徹

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

シ
ニ
ア
世
代
限
定
合
同
企
業
説
明
会

求
職
・
転
職
に
関
す
る「
お
仕
事
の
橋
渡
し
」
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みんなで支える国民健康保険
　国保の財政状況

令
和
５
年
度
の
決
算
状
況

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
県
支
出

金
、
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）

で
す
。
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費

が
全
体
の
約
74
％
を
占
め
ま
し
た
。

◆
国
保
税
の
推
移

　
歳
入
の
内
訳
は
、
国
保
税
が
４

億
７
１
３
７
万
円
で
全
体
の
約

16
％
を
占
め
ま
し
た
。
被
保
険
者

数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
に

比
べ
約
７
５
０
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

◆
繰
入
金
の
状
況

　
一
般
会
計
か
ら
２
億
２
６
９
４

万
円
を
国
保
会
計
へ
繰
り
入
れ
ま

し
た
が
、
財
政
赤
字
を
補
填(

ほ

て
ん)

す
る
法
定
外
繰
り
入
れ（
※

１
）は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
財
政
調
整
基
金

　
県
へ
の
納
付
金
が
抑
え
ら
れ
た

こ
と
や
前
年
度
繰
越
金
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
基
金
の
活
用
は
必
要

な
く
、
残
高
は
約
３
億
５
０
０
９

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
１　
国
で
定
め
ら
れ
て
い
る
繰

り
入
れ
の
ほ
か
に
、
市
町
村

独
自
で
国
保
財
政
を
支
援
す

る
た
め
に
行
う
繰
り
入
れ

国・県支出金 国保の運営を補助するための
国・県からの支出金

国民健康保険税 国保に加入している人が負担
している国保税

繰入金 市の一般会計や国保財政調整
基金からの繰入金

繰越金 前年度からの繰越金
その他 高額療養費貸付金の返還金、

国保税の延滞金など

保険給付費 医療費の保険者負担分
事業費納付金 所得や医療費水準に応じて

算出された、県への納付金
保健事業費 特定健診・保健指導、人間ドッ

ク助成などの経費
総務費 運営に必要な事務経費
その他 高額療養費貸付金、基金積立金

（国保財政の安定化を図るため
の積立金）など

　令和５年度大町市国民健康保険の決算状況をお知らせします。
歳入は29億1,638万円、歳出は28億9,077万円、差し引き2,561万円でした。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡□市内線 435

国・県支出金
21億7,412万円
（74.5％）

歳入額
29億1,638万円

国民健康保険税
4億7,888万円
（15.8％）

国民健康保険税
4億7,137万円
（16.2％）

繰入金
2億2,694万円
（7.8％）

その他　2,710万円（0.9％）

繰越金　1,685万円（0.6％）

保険給付費
21億3,120万円
（73.7％）

保険給付費
21億3,120万円
（73.7％）

事業費納付金
6億5,418万円
（22.6％）

事業費納付金
6億5,418万円
（22.6％）

保健事業費
3,487万円（1.2％）

歳出額
28億9,077万円

総務費 2,026万円（0.7％）

その他
5,026万円
（1.7％）

※各項目で、端数処理
　をしているため、内訳の和が100％にならない場合があります。
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◆
保
険
給
付
費
の
推
移

　
歳
出
の
中
で
約
74
％
を
占
め
た

保
険
給
付
費（
皆
さ
ん
が
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
時
な
ど
の
医
療
費

の
う
ち
、国
保
が
負
担
す
る
費
用
）

は
、
令
和
５
年
度
は
21
億
３
１

２
０
万
円
と
、
前
年
度
比
で
４
・

09
％（
９
０
８
４
万
円
）の
減
と
な

り
ま
し
た
。【
図
１
】

　
令
和
５
年
度
の
１
人
当
た
り
の

医
療
費
は
、
44
万
３
３
１
７
円

（
速
報
値
）と
、
前
年
度
比
で
１
・

51
％（
６
５
９
５
円
）の
増
で
、
団

塊
の
世
代
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
移
行
な
ど
に
伴
う
被
保
険

者
数
の
減
少
が
続
き
医
療
費
総
額

は
減
少
す
る
一
方
で
、
医
療
の
高

度
化
な
ど
に
よ
り
１
人
当
た
り
の

医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
県
平
均
を
３
万
１
７
２

円
上
回
っ
て
お
り
、
県
下
に
お
い

て
医
療
費
が
高
い
状
況
で
す
。

︻
図
２
︼

医
療
費
節
約
の
た
め
に

　
病
気
は
進
行
し
て
し
ま
う
と
、

高
度
な
医
療
や
長
期
の
治
療
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
定

期
的
な
健
康
診
断
に
よ
っ
て
体
の

異
変
を
早
期
に
発
見
し
、
未
然
に

病
気
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
日
頃
か
ら
運
動
や
健
康
的
な
食

生
活
を
心
が
け
、
無
料
の
特
定
健

診
や
保
健
指
導
を
積
極
的
に
利
用

す
る
こ
と
で
、
自
分
の
体
の
状
態

や
生
活
習
慣
の
改
善
ポ
イ
ン
ト
を

知
り
、
健
康
の
維
持
や
管
理
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

多
剤
服
用
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
薬
は
、
症
状
の
改
善
や
緩
和
に

有
効
な
一
方
で
、
副
作
用
や
ア
レ

ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
場
合
や
、

合
併
症
を
持
つ
人
な
ど
は
、
重
複

や
過
剰
投
与
に
な
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
複
数
の
医
療
機
関
か
ら

処
方
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
特

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
薬
を
安
全
に
飲
む
た
め
に
、
お

薬
手
帳
は
通
院
し
て
い
る
医
療
機

関
や
薬
局
ご
と
に
作
ら
ず
、
１
人

１
冊
に
ま
と
め
、
医
療
機
関
や
薬

局
に
行
く
際
は
お
薬
手
帳
を
必
ず

持
参
し
て
、
医
師
や
薬
剤
師
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

後
発（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
）

医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

最
初
に
作
ら
れ
た
薬（
先
発
医
薬

品
、
新
薬
）の
特
許
終
了
後
に
製

造
さ
れ
た
、
有
効
成
分
・
用
法
・

用
量
・
効
能
お
よ
び
効
果
が
同
じ

医
薬
品
で
、
新
薬
よ
り
も
低
価
格

で
購
入
で
き
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
使
用
を
希
望
す
る
場

合
に
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
薬
剤

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44

【図2】 1人当たり医療費の推移
（万円）

県平均県平均

大町市
44万3,317円

大町市と
県平均の差
（５年度）
3万172円

大町市と
県平均の差
（５年度）
3万172円

県平均

41万3,145円
県平均

41万3,145円

大町市

39万1,305円
大町市

39万1,305円

R1 R2 R3 R5R4 （年度）

10

12

14

16

18

20

22

24

【図1】 保険給付費の推移
（億円）

4年度
22億2,205万円

5年度
21億3,120万円

元年度
21億4,007万円

R1 R2 R3 R4 R5 （年度）

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所

得
税
や
住
民
税
の
申
告
で
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
の
年

の
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
分
が
対
象
で
、

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

申
告
時
に
納
付
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
添
付
書
類
と
な
る「
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」は
、
11
月
上

旬
ま
た
は
来
年
２
月
上
旬
に
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年

金
加
入
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

11
月
上
旬
の
送
付
分

　
今
年
の
１
月
１
日
～
９
月

30
日
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
人
と
、
年
内
に
納

付
が
見
込
ま
れ
る
人

２
月
上
旬
の
送
付
分

　
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
た
場
合
で
、10
月

１
日
～
12
月
31
日
に
、
今
年

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
人

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

に
は
、
口
座
振
替
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
、
月
々
60
円

割
引
と
な
る
早
割
制
度（
当

月
分
保
険
料
を
月
末
に
振
替

納
付
）や
、
さ
ら
に
割
引
額
が

多
く
な
る
６
カ
月
前
納
、
１

年
前
納
、
２
年
前
納
と
い
っ

た
振
替
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人

は
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手

帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
け

出
印
を
お
持
ち
の
上
、
市
民

課
国
保
・
年
金
係
、
ま
た
は

希
望
す
る
金
融
機
関
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

℡
０
２
６
３
・
２
５
・
８
１
０
０

▽
市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
□市
内
線
４
３
４

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
～
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■
対
象
と
な
る
入
札・受
付
期
間・

有
効
期
間　
表
の
と
お
り

■
申
請
方
法　
県
市
町
村
入
札
参

加
資
格
審
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
電

子
申
請

※
申
請
書
と
代
理
人
選
任
届
は
県

市
町
村
入
札
参
加
資
格
審
査
共
同

受
付
窓
口
へ
郵
送
で
提
出

■
物
件
の
買
い
入
れ
・
借
り
入
れ
、

製
造
の
請
負
な
ど
の
個
別
審
査
項

目　
市
で
は
、
市
に
納
税
義
務
が

あ
る
場
合
に
限
り
、
令
和
６
年
度

の
市
税
の
納
税
証
明
書
ま
た
は
未

納
の
額
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の

証
明
書
の
提
出
を
個
別
審
査
項
目

と
し
ま
す
。
な
お
、
個
別
審
査
項

常
盤
地
区

　
「
松
本
山
雅
健
康
運
動
教
室
」

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
、

タ
オ
ル
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
軽
運
動

を
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
コ
ー
チ
が
レ
ク

チ
ャ
ー
し
ま
す
。
健
康
の
た
め
に
み
ん

な
で
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
12
月
８
日（
日
）　
午
前
10
時
～

11
時
30
分　
※
開
場　
午
前
９
時
30
分

■
会
場　
大
町
南
小
学
校　
体
育
館

■
対
象　
常
盤
地
区
に
お
住
ま
い
の
小

学
生
と
そ
の
保
護
者

■
申
し
込
み　
12
月
４
日（
水
）ま
で
に

電
話
ま
た
直
接
、
常
盤
公
民
館
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　
常
盤
公
民
館

℡
２
２
・
０
３
２
１

地
域
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
と
は
？

　
心
身
共
に
健
や
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど

も
を
育
む
た
め
に
、
今
家
庭
や
地
域
で
の

子
育
て
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
は
子
ど
も
が
基
本
的
な
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
る
場
で
あ
り
、
人
間
形
成
の
基

礎
を
培
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
人
々
が
み
ん
な
で
地
域
の

子
ど
も
を
育
て
る
取
り
組
み
は
、
世
代
を

超
え
た
交
流
と
な
り
、
子
ど
も
に
と
っ
て

大
事
な
成
長
要
素
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

親
や
地
域
社
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
子

ど
も
た
ち
へ
の
具
体
的
な
関
わ
り
方
は
ど

う
あ
っ
た
ら
よ
い
か
学
ぶ
機
会
と
し
て

「
地
域
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
て
い

ま
す
。

目
は
申
請
先
の
自
治
体
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
札
参

加
資
格
申
請
ペ
ー
ジ
内
の
質
問

フ
ォ
ー
ム
へ

▽
企
画
財
政
課
契
約
検
査
係

℡
□市
内
線
５
９
４
・
５
９
５

　
市
が
発
注
す
る
次
の
入
札
へ
参
加
を
希
望
す
る
人
は
市
の

入
札
参
加
資
格
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
者
の
負
担

軽
減
や
審
査
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
県
と

県
内
市
町
村
で
の
共
同
受
付
が
始
ま
り
ま
す
が
、
大
町
市
も
こ

れ
に
参
加
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、
家
庭
教
育
部
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の

子
育
て
の
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
市
内
各
地
区
で
地
域
子
育
て
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
子
育
て
に
関
す
る
講
演
会
や
、
親
子
・
三
世
代
交
流

体
験
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

掲
載
が
な
い
地
区
や
催
し
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
公
民
館
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
主
催　
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

■
そ
の
他　
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
な
地
区
と
、
開
催
地
区
に
お
住
ま
い
の

人
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
地
区
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係　
℡
□市
内
線
６
２
２

■対象となる入札 ■申請受付期間 ■資格有効期間

建設工事、建設コンサルタ
ントなど（建設工事にかか
る測量、調査、設計、工事
監理）

12月～令和７年１月を予定
県ホームページ（「長野県　
入札参加資格建設」で検索）
をご確認ください

令和７年７月１日～
令和10年６月30日

物件の買い入れ・借り入れ、
製造の請負など

11月１日（金）～
12月25日（水）

令和７年４月１日～
令和10年３月31日

令
和
７・８・９
年
度
の

　
　
入
札
参
加
資
格
が

　
　
県
と
共
同
受
付
に
な
り
ま
す

地
域
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

県ホームページ
入札参加資格申請の共同受付
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　消費生活センターは、消費者が商品の購入や契約に関して不安なことを相談できる機関です。専門知
識を持つ相談員が、中立的な立場で相談を受け、トラブルを解決するためのお手伝いをしています。
■問い合わせ　市消費生活センター　℡26-3225

ＳＮＳをきっかけとした
トラブルに
注意しましょう

　事例　
❶ＳＮＳの広告をきっかけに…

　「お試し」で注文した化粧品が定期購入だった（詳
しくは右の段）

　「大幅値引き」されたブランドバックのセール品
を注文したところ、商品が届かない、または商
品が偽物だった

　「簡単に稼げる」という副業に登録したら高額な
サポートプランを勧められ、言われるがまま消
費者金融から借り入れをして支払ってしまった。

❷ＳＮＳで知り合った相手をきっかけに…

　 暗号資産の投資を勧められ、送金したら連絡が
取れなくなった。

　「チケットを譲る」との書き込みを見て連絡し、
代金を払ったがチケットが届かない、または届
いたチケットが使えなかった。

　アドバイス　

▽「お試し」であっても注文確定前に、注文の
「最終確認画面」をよく確認しましょう。

▽「大幅な値引き」や「簡単に稼げる」などの
広告は、うのみにしないようにしましょう。

▽ ＳＮＳ上の相手が本当に信用できる相手
なのか、慎重に判断しましょう。

お得感を強調した広告にはご注意を
「お試し」のつもりが

「定期購入」に！？
　ＳＮＳや動画投稿サイトなどの広告から「お試
し」で化粧品や健康食品を購入したところ、複数回
購入が条件の「定期購入」になっていたという相談
が多く寄せられています。

　相談事例　
　ＳＮＳでサプリメントの広告を見て「お試し」「回
数縛りなし、いつでも解約OK」とあったので「特別
価格の2,000円」で注文し、届いた商品を使用した。
しかし、その後頼んだ覚えがないのに同じ商品が
複数セットで届き、20,000円を支払うよう請求さ
れた。確認すると、定期購入の契約になっていた
ことが分かった。業者へ解約を申し出たところ「解
約する場合は初回の特別価格と通常価格との差額
8,000円を支払うことになる」と言われた。

　アドバイス　

　事業者は、販売サイトの「最終確認画面」に
おいて、取引の基本的な事項を明確に表示す
ることが義務付けられています。

▽違反した表示により、消費者が誤認して申
し込みをした場合は契約を取り消せる可
能性があります。　注文確定　を押す前に
よく確認しましょう。

▽注文の際は、注文内容をよく確認！
•	 定期購入かどうか
•	 定期購入の場合、２回目以降の代金
•	 返品や解約の条件
この３つが分かりづらい場合は要注意！

▽注文前の最終確認画面をスクリーンショ
　ットで保存！
　契約を取り消す際の証拠になります。

消費者トラブルにご注意！

通信販売での取引は、クーリング・オフ制度は適用されません !
表示されていた条件に従うようになります。

消費生活センターにはこんな相談が寄せられています
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生涯学習
アルプス囲碁村

山岳博物館

　囲碁を通じたひとづくり、まちづくりを目指すアルプス囲碁村推進協議会と日本棋院大町支部では
「こども囲碁教室」と「こどもと大人の囲碁入門講座」を開催します。囲碁は、思考力や集中力などが高
められると注目されています。この機会にぜひ囲碁を覚えてみませんか。
■問い合わせ　アルプス囲碁村推進協議会（企画財政課企画調整係内）　℡□市内線522

「家庭の日」に伴う
入館無料・割引
　毎月第３日曜日は「家庭の
日」です。山岳博物館では「家
庭の日」とその前日の土曜日、
大町市民の入館料が無料と
なります。その他の長野県
民は入館料が割引となりま
す。この機会にぜひご来館
ください。申し込み不要です。
■期日（11月）　
11月16日（土）、 17日（日）
■その他
　来館時に受付で住所・氏
名をご記入いただくか、住
所が分かるものをご提示く
ださい。

公開講演会「上高地のニホンザル」
　今年、山岳博物館を会場として行われる「日本山の科学会　秋季
研究大会」の際に開催される「上高地のニホンザル」をテーマとした
公開講演会です。参加無料です。
■日時　11月23日（土）　午後３時～５時
■会場　山岳博物館　講堂
■内容

■対象・定員　どなたでも　先着30人
■主催　日本山の科学会　■共催　山岳博物館
■申し込み　ファクス、Ｅメール、電話または直接、山岳博物館へ。

「こども囲碁教室」
■日時　通年の毎週土曜日

午前10時～11時30分
■会場　アルプス囲碁村会館
■対象　囲碁（陣取りゲーム）ができ

る年長園児～高校生
■費用　無料
■申し込み　随時、申し込みフォー

ムまたは電話で、アルプス
囲碁村推進協議会へ。

■その他　送迎は各家庭で行ってく
ださい。

「こどもと大人の囲碁入門講座（第３期）」
■日時　全10回予定　12月14日～３月15日　土曜日

午前10時～11時30分　　
■会場　アルプス囲碁村会館
■対象　囲碁初心者の年長園児～大人

※講座は年長園児～中学生の部、高校生以上の部
に分かれます。

■費用　 ▽高校生以下　無料
　　　　 ▽大人　受講料300円／回
■申し込み　12月13日（金）までに、申し込みフォームま

たは電話で、アルプス囲碁村推進協議会へ。
■その他

▽ 12月14日（土）午前10時から開講式を行います。会場に
直接お越しください。

▽入門講座は途中からの受講はできません。来年の講座に
申し込んでください。

■問い合わせ　山岳博物館　℡・有線22-0211　　21-2133　Ｅメールsanpaku@city.omachi.nagano.jp

申し込み
フォーム

▽話題提供者 ▽概要
東城幸治さん
　（信州大学教授） 冬季上高地でのニホンザル研究の背景

竹中將起さん
　（信州大学助教）

ＮＨＫ「ダーウィンが来た！」との
共同研究

土橋彩加さん
　（信州大学大学院）

個体レベルでひも解くニホンザルの
魚食行動

長原衣麻さん
　（信州大学）

ふんのメタゲノム解析からひも解く
上高地ニホンザルの特異な行動生態
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サークル１日体験

文化財センター

常盤公民館
転倒防止に「太極拳」！
　サークルでは正しい姿勢での歩き方を学び、体の
バランスを整えます。太極拳のゆったりとした動き
や呼吸法は新陳代謝の改善やストレス解消などの効
果が期待できます。また、高齢になり前かがみの歩
き方で転倒しやすくなるのも予防できます。皆さん
一緒に健康になりましょう！ 参加無料です。
■日時　全２回　11月12日・19日　火曜日

午後１時～３時
■会場　常盤公民館
■定員　先着20人
■協力サークル　太極拳常盤教室
■持ち物　運動のできる服装、上履き、ヨガマット

か大きめのバスタオル、飲み物
■申し込み　11月11日（月）までに、電話または直

接、常盤公民館へ。
■問い合わせ　常盤公民館　℡・有線22-0321

令和６年度文化財講座　仁科領東部方面最前線「野田城」に登る
　仁科領東部方面の最前線に位置し、犀川とその対岸を監視した「野田城」と「船場寝ず見山物見」に
登ります。申し込み不要、参加無料です。

■日時　11月９日（土）　午前９時～午後２時　※雨天中止　
■集合　川の駅さざなみ（八坂舟場15719）
■対象　どなたでも
■講師　伊藤悦男さん（元市立大町図書館長）ほか
■共催　八坂公民館
■持ち物　お弁当、飲み物、歩きやすい靴・服装（山道を歩きます）
■問い合わせ　文化財センター　℡・有線23-4760

大町公民館分室
エゴスキュー　健康・予防・体力づくりのためのグループワーク
　[エゴスキューとは？]
　アメリカから上陸した簡単で誰でもできる体系
化された運動療法です。筋肉を目覚めさせ、体の
ゆがみや痛みをとり、運動能力をアップし、より上
のパフォーマンスを目指す人や、健康・痛み予防・
体力づくりなど、多様な目的に対応しています。
　適切な動きの指導を受けながら、自分の体と向
き合い、老化していく体を自分自身でケアしていき
ましょう。お気軽にご参加ください。参加無料です。

■日時　11月24日（日）　午前10時～11時30分
■会場　大町公民館分室　第１・第２研修室（和室）
■対象・定員　どなたでも　先着５人
■協力サークル　エゴスキューグループワーク
■持ち物　ヨガマット（お持ちの人）、タオル、飲み

物、運動ができる服装
■申し込み　電話または直接、大町公民館分室へ。
■問い合わせ　大町公民館分室　℡・有線22-0352

平公民館
太極拳
　大町太極拳クラブの皆さんの協力により「太極
拳基礎講座」を行います。24式太極拳を通して太
極拳の基礎を学びながら足・腰・体幹を無理なく
鍛えてみませんか。武術の動きを利用した介護法
なども体験できます。参加無料です。
■日時　全４回　11月13日・20日・27日、

12月４日　水曜日　午後７時～９時
■会場　平公民館・女性未来館ピュア　講堂
■定員　先着10人
■講師　西山博典さん（大町太極拳クラブ講師）
■協力サークル　大町太極拳クラブ
■持ち物　上履き、運動のできる服装、飲み物
■申し込み　11月11日（月）までに、電話または

直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。
■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア

℡・有線22-0694
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生涯学習
総合体育館

文化会館

大町図書館

水中運動教室
　水中運動は、陸上で運動するよりも足腰へ
の負担が少なく、少しの動作でも大きな運動
効果が期待できます。水中運動で体力向上と
健康な体づくりをしましょう。
※９月に中止となった教室を再度計画しました。

■日時　全４回
11月21日・28日、12月５日・12日
木曜日　午後１時30分～２時30分
※受付は30分前から

■会場　ゆ～ぷる木崎湖プール棟
■対象・定員　市内にお住まいの18歳以上の

人　先着30人
■費用　200円／回

※開催日に、各回分の参加料を現地
で集金します。

※ゆ～ぷる木崎湖の入館料（600円）
は別途必要です。

■持ち物　水中で運動ができる服装、
飲み物など

■申し込み　11月15日（金）
までに、Ｅメールま
たは直接、総合体育
館へ。ゆ〜ぷる木崎
湖窓口でも受付できます。

■問い合わせ
　総合体育館　℡22-8855
　Ｅメールsports@city.omachi.nagano.jp

なつかシネマ
映画「太陽の季節」上映会
　あの頃の時代をなつかしんでいただくため、また、昔の作品の良
さを認識いただくため、皆さんからのリクエストにお応えして、映
画「太陽の季節」上映会を行います。入場無料です。

■日時　11月17日（日）　午後１時30分開場　午後２時開演
■会場　文化会館　大ホール
■上映作品　「太陽の季節」[1956年　日活映画]（モノクロ　89分）

▽主演　石原裕次郎
■問い合わせ　文化会館　℡・有線22-9988

古布で羽子板作り
　古来、お正月の羽根つき遊
びには、邪気をはね（羽根）の
けて、新たな年を無病息災で
元気に過ごせますようにとの
願いが込められているそうで
す。そのような願いにちなみ、
古布できれいな羽子板を作っ
てお正月を楽しく飾りましょ
う。布柄はそれぞれ異なります。

■日時　11月30日（土）
午後１時30分～３時30分

■会場　大町図書館　２階　視聴覚室
■対象・定員　大人　先着15人

※受講中の託児はお受けできません。
■講師　横川照子さん

（創作人形　ちりめん細工　野うさぎ）
■費用　1,500円（材料代）
■持ち物　はさみ、木工用ボ

ンド、プラスチック
製クリップ５個

（100円ショップで
購入できます）

■申し込み　11月１日（金）
午前９時30分から、
電話または直接、大
町図書館へ。

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

プラスチック製
クリップ

詳しくはこちら
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平公民館・女性未来館ピュア

第37回
仁科の里ピュアフェスタ
　平公民館・女性未来館ピュアでは年
間を通じてさまざまなサークルが作品
制作や練習に励んでいます。そうした
サークルの成果を発表する「仁科の里
ピュアフェスタ」を開催します。ステー
ジ発表、作品展示、サークル体験会、
軽食の販売など盛りだくさん。ぜひご
家族でお越しください。

■日時　

▽ステージ発表、体験コーナー、飲食
販売など
11月10日（日）　午前10時～正午

▽作品展示
11月10日（日）　午前９時～

12日（火）　午後３時
■会場　平公民館・女性未来館ピュア

講堂　ほか

そばうち講座
　今年の年越しそばは、ご自分の「手打ちそば」でいかが
ですか。自分で打ったそばの味は格別です。シンプルで
すが、奥の深いそば打ちをマスターしましょう。

■日時　全４回　11月20日・27日、12月４日・11日
水曜日　午後１時15分～４時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　軽運動室
■対象・定員　どなたでも　先着８人
■講師　小山守彦さん（そば華会）
■費用　4,000円（材料費）
■持ち物　エプロン、三角巾、タオル、そばを持ち帰る

容器、筆記用具
■申し込み　11月５日（火）～13日（水）に、電話または

直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

仁科三湖　自然と歴史ウォーキング
　大町を代表する景勝地である仁科三湖を舞台に、全３
日間で、ひとつずつ湖を巡りながら、湖の自然や周辺地
域で繰り広げられた故郷の歴史を学びます。参加無料です。

■時間　午前９時〜午後２時頃
■対象・定員　４時間以上歩ける人　先着20人
■講師　平公民館職員
■持ち物　昼食、飲み物、運動靴、雨具、リュック、ス

トックなど
■申し込み　11月５日（火）～10日（日）に、電話または

直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。
■その他　雨天中止の場合は、前日までに電話で連絡し

ます。中止の場合は、それ以降の講座を１週間
順延します。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線22-0694
　　　　　　　※託児あります（生後６カ月以上）。　事前にお申し込みください。

■期日 ■会場・内容 ■集合

11月15日
（金）

青木湖
歴史ウォーキング

旧ヤナバスキー場駅
駅前駐車場

11月22日
（金）

中綱湖
歴史ウォーキング

中綱湖駐車場
（中湖橋南側）

11月29日
（金）

木崎湖
歴史ウォーキング 木崎夏期大学駐車場
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お知らせ
分
の
こ
こ
ろ
は
ケ
ア
で
き
て
い
ま
す

か
？
）」

■
定
員　
先
着
30
人

■
申
し
込
み　
12
月
３
日（
火
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
４
４
０
０

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

宮
本
自
治
会
公
民
館
備
品

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
、
宮
本
自
治
会
で
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
と
高
脚
テ
ー
ブ
ル
を
整
備
し
、

公
民
館
設
備
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
住
民
が
、
公
民
館
を
快

適
か
つ
安
心
・
安
全
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
議
や
行
事
な
ど
の
利
用

頻
度
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
さ
ら
に
活
性
化
し
地
域

の
絆
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

森
自
治
会
祭
典
用
備
品

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に（
公
財
）長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
が

実
施
し
て
い
る
地
域
活
動
助
成
事
業
を

活
用
し
、
森
自
治
会
で
は
巫み

女こ

用
装
束

や
提
灯
な
ど
の
お
祭
り
用
の
備
品
を
整

備
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
新
調
し
、
地
域
の
祭
り
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
継
承

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
絆
を

深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

℡
□市
内
線
８
３
０

令
和
７
年
４
月
採
用

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
、
次
の

職
種
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
要

領
を
ご
確
認
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
募
集
要
領
、
申
込
書
に
つ
い
て

は
、
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
広
域
連
合
事
務
局
窓

口
で
の
直
接
受
け
取
り
の
ほ
か
、
郵
送

請
求
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

施
設
栄
養
士

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
先　
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
鹿
島

荘
」

■
受
験
資
格　

▽
栄
養
士
免
許
を
有
す
る
人（
令
和
７

年
３
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
も

含
む
）

▽
昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

■
受
験
手
続
き　
申
込
書
お
よ
び
受
験

票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、郵
送（
受

付
期
間
必
着
）ま
た
は
直
接
、
北
ア
ル

プ
ス
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課
総
務
係

へ
。

■
受
付
期
間　
10
月
16
日（
水
）～
12
月

27
日（
金
）

■
試
験
日　

▽
１
次
試
験　

令
和
７
年
１
月
26
日

（
日
）

▽
２
次
試
験　

令
和
７
年
２
月
15
日

（
土
）

■
問
い
合
わ
せ　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局

総
務
課
総
務
係

℡
２
２
・
６
７
６
４

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
身
近
な
人

の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
づ
き
、
声

を
か
け
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
人

の
こ
と
で
す
。
特
別
な
資
格
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　
あ
な
た
の
そ
の
気
づ
き
で
、
身
近
な

人
の
こ
こ
ろ
が
救
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
声
を
か
け
る

側
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
も
重
要
で
す
。
普

段
、
相
談
を
受
け
た
あ
と
に
自
分
の
こ

こ
ろ
の
ケ
ア
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　
ご
自
身
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
も
含
め
、

身
近
な
人
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

　
温
か
く
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　
12
月
10
日（
火
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場　
市
役
所　
東
庁
舎
２
階　
東

大
会
議
室

■
内
容　
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
・

自
分
の
こ
こ
ろ
の
セ
ル
フ
ケ
ア（
自
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令
和
７
年
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
へ
の
記
載
通
知

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
か
ら
選
ば
れ

た
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制

度
で
す
。

　
裁
判
員
は
、
事
件
ご
と
に
裁
判
員
候

補
者
名
簿
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
こ

の
名
簿
は
、
毎
年
、
市
区
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ

で
無
作
為
に
選
ん
だ
人
の
名
簿
を
基
に

全
国
の
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
、
令
和
７

年
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
は
、
本

年
11
月
中
旬
ご
ろ
裁
判
所
か
ら
通
知
が

送
ら
れ
ま
す
。

　
通
知
が
届
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
事

件
の
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
来
年
２
月
ご
ろ
か
ら
の
約

１
年
間
に
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
し
、
あ

ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
長
野
地
方
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
庶
務
係

℡
０
２
６
・
４
０
３
・
２
０
０
８

令
和
６
年
分

青
色
決
算
説
明
会

　
大
町
税
務
署
で
は
、
青
色
申
告
会
の

協
力
を
得
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
個
人
事
業
主
の
青
色
申

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

不
要
農
薬
・

農
薬
空
容
器
の
回
収

　
市
、
市
農
業
技
術
者
連
絡
協
議
会
お

よ
び
Ｊ
Ａ
大
北
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
と
不
要
農
薬
・
農
薬
空
容
器

（
空
ポ
リ
・
ガ
ラ
ス
瓶
・
空
き
缶
）を
回

収
し
ま
す
。
荷
造
り
方
法
や
運
搬
上
の

注
意
を
守
り
、
指
定
回
収
場
所
に
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
不
要
農
薬
・
農
薬
空
容
器
の
回
収
は
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
Ｊ
Ａ

大
北
各
営
農
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
19
日（
火
）

▽
Ｊ
Ａ
大
北
美
麻
取
次
所

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

▽
そ
の
他　
午
前
９
時
～
11
時

■
回
収
場
所

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
中
部

セ
ン
タ
ー

▽
Ｊ
Ａ
大
北
美
麻
取
次
所（
旧
美
麻
支

所
）

▽
Ｊ
Ａ
大
北
三
原
野
菜
集
荷
場

■
委
託
処
理
料
金

（
１
kg
当
た
り
、
運
賃
・
税
込
み
）

▽
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
…
…
90
円

▽
一
般
農
薬
…
…
…
…
…
…
５
０
０
円

▽
特
殊
農
薬

…
…
…
３
９
５
０
～
１
万
６
０
０
０
円

▽
農
薬
空
容
器
…
…
…
…
…
１
９
０
円

▽
特
殊
空
容
器
…
…
…
…
…
５
２
０
円

■
持
ち
物　
委
託
処
理
料
金
、印
鑑（
個

人
と
処
理
業
者
間
で
委
任
状
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
）

■
荷
造
り
上
の
注
意

▽
で
き
る
だ
け
天
気
の
良
い
日
に
乾
燥

状
態
で
荷
造
り
を
す
る
。

▽
農
ビ
・
農
ポ
リ
・
肥
料
袋
に
分
け
て

荷
造
り
を
す
る
。
特
に
肥
料
袋
は
他
の

物
と
混
同
し
な
い
。

▽
結
束
に
は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
を
使
用
し
、

十
字
に
束
ね
る（
荒
縄
・
針
金
は
使
用

し
な
い
）。

▽
農
薬
空
容
器
は
き
れ
い
に
洗
い
、
フ

タ
と
容
器
を
分
別
す
る
。

■
運
搬
す
る
と
き
の
注
意

　
回
収
場
所
へ
の
運
搬
時
に
は
、
車
両

に
表
示
・
書
面
の
備
え
付
け（
携
帯
）が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
地
か
ら

収
納
場
所
に
運
搬
す
る
場
合
も
同
様
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
５
３
６
４

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
中
部

セ
ン
タ
ー

℡
２
２
・
１
７
７
５

▽
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
□市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

告
決
算
書
の
作
成
方
法
や
作
成
に
当

た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
説

明
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

事
業
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告
者

■
日
時　
12
月
３
日（
火
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　
大
町
商
工
会
館　

■
申
し
込
み　
不
要（
先
着
順
）

※
定
員
に
達
し
た
場
合
に
は
、
ご
参
加

い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告
者

■
日
時　
12
月
６
日（
金
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　
Ｊ
Ａ
ア
プ
ロ
ー
ド　
２
階　

オ
ー
ロ
ラ
ホ
ー
ル

■
申
し
込
み　
12
月
５
日（
木
）午
後
４

時
ま
で
に
、
電
話
で
大
町
税
務
署
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門

℡
２
２
・
０
６
７
４
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生
の
防
止
に
は
、
安
全
装
置
が
設
置
さ

れ
て
い
る
暖
房
器
具
の
使
用
や
、
火
災

被
害
軽
減
の
た
め
の
消
火
器
の
設
置
も

有
効
で
す
。

１
１
９
番
の
日

　
11
月
９
日
は「
１
１
９
番
の
日
」で
す
。

１
１
９
番
の
日
は
、
１
９
８
７
年（
昭

和
62
年
）に
自
治
体
消
防
発
足
40
周
年

を
機
に
、
防
火
意
識
の
喚
起
と
と
も
に
、

適
正
か
つ
迅
速
な
１
１
９
番
通
報
を
呼

び
か
け
る
た
め
制
定
さ
れ
た
消
防
記
念

日
の
一
つ
で
す
。
11
月
９
日
に
な
っ
た

の
は
、
１
１
９
番
の
語
呂
合
わ
せ
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
同
じ
語
呂
に
な
る
１
月

19
日
は「
家
庭
用
消
火
器
点
検
の
日
」に

な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消

防
本
部
・
大
町
消
防
署

℡
２
２
・
０
１
１
９

長
野
県
最
低
賃
金
９
９
８
円

　
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る「
長
野
県
最
低
賃
金
」

は
現
在
、
時
間
額
９
９
８
円
で
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

な
ど
に
対
す
る
賃
金
の
引
き
上
げ
の
環

境
整
備
、
雇
用
の
維
持
を
図
る
た
め
の

支
援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
長
野
県
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
０
２
６
・
２
２
３
・
０
５
５
５

大
町
労
働
基
準
監
督
署

℡
２
２
・
２
０
０
１

大
北
地
域
士
業
合
同
相
談
会

　
士
業（
税
理
士
、
行
政
書
士
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
社
会
保
険

労
務
士
）に
よ
る
無
料
合
同
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

■
日
時　
11
月
15
日（
金
）　
午
後
１
時
～

４
時

■
会
場　
大
町
商
工
会
議
所　
２
階　

大
会
議
室

■
相
談
内
容　
税
金
、
各
種
登
記
、
相

続
贈
与
、
土
地
測
量
、
各
種
許
可
申
請
、

労
務
関
係
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　
税
理
士
会
大
町
支
部

支
部
長　
熊
井
弘

℡
２
２
・
１
０
０
３

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

■
統
一
標
語

守
り
た
い

　
　
未
来
が
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
火
の
用
心

　
11
月
９
日（
土
）か
ら
15
日（
金
）ま
で

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
寒
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
暖

房
器
具
な
ど
火
気
を
扱
う
機
会
が
増
え

る
た
め
、
こ
れ
ら
を
原
因
と
す
る
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
は
、
こ
の
よ
う
な
時

季
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
火
災
予
防
の

意
識
を
高
め
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
に

よ
り
、
火
災
の
発
生
・
拡
大
を
防
止
し
、

火
災
か
ら
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を

守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
に
、
ま
ず
は
火
災
を

出
さ
な
い
、
万
が
一
火
災
が
発
生
し
た

ら
、
早
期
に
発
見
し
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
、
住
宅
防
火
に
つ
い

て
こ
の
機
会
に
ご
家
族
で
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置・点
検

　
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
多
く
は
住

宅
火
災
で
発
生
し
、
そ
の
う
ち
の
半
数

近
く
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

死
者
の
発
生
し
た
火
災
を
時
間
帯
別
に

見
る
と
、
夜
間
の
睡
眠
時
間
帯
に
お
け

る
死
者
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
避
難

行
動
が
遅
れ
が
ち
な
高
齢
者
や
体
の
不

自
由
な
方
の
被
害
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　
火
災
予
防
対
策
は
、
火
の
用
心
と
と

も
に
、
早
期
に
火
災
を
発
見
す
る
こ
と

も
重
要
な
対
策
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
対
策
の
一
つ
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
に
対

す
る
設
置
義
務
化
が
始
ま
っ
た
平
成
23

年
以
降
、
住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
数

は
減
少
し
一
定
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま

す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
設
置
か
ら
10

年
で
の
取
り
換
え
・
交
換
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
電
池
切
れ
や
、

作
動
状
況
の
確
認
を
行
い
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
適
切
に
作
動
す
る
よ
う
自
主

点
検
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
家
庭
に
お
け
る
火
災
発
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https://www.city.omachi.nagano.jp/
市 ＝市役所 TEL・有線22-0420／FAX23-4304

お知らせ

お知らせ
市
内
水
路
断
水

　
本
通
り
西
側
雨
水
渠（
仁
科
町
交
差

点
）の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
工
事
の
た

め
、
秋
の
一
斉
清
掃
に
合
わ
せ
、
水
路

が
断
水
お
よ
び
減
水
と
な
り
ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
、
火
の
取
扱
い
な
ど
十
分

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
期
間　
11
月
22
日（
金
）～
25
日（
月
）

■
場
所　
大
町
地
区（
駅
前
本
通
り
西

側
）・
平
地
区（
国
道
１
４
８
号
西
側
）

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課
農
地
整
備
係

℡
□市
内
線
６
７
６

大
町
市
土
地
改
良
区

℡
２
２
・
５
５
４
２

11
月
24
日（
日
）

午
前
７
時
か
ら

秋
の
一
斉
清
掃
を
実
施

　
道
路
や
河
川
、
遊
園
地
な
ど
を
地
域

で
力
を
合
わ
せ
て
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ

う
。
こ
の
日
に
実
施
で
き
な
い
自
治
会

は
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
土
砂
の
受
け
入
れ
や
粗
大
ご

み
な
ど
の
有
料
回
収
も
行
い
ま
す
。

　
近
年
、
河
川
清
掃
中
に
け
が
を
さ
れ

る
事
案
が
複
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
安

全
を
第
一
に
考
え
、
無
理
の
な
い
範
囲

の
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
（
高
根
町
）

■
受
け
入
れ
可
能
な
物　

▽
一
斉
清
掃
で
出
た
土
砂

■
時
間　
午
前
７
時
～
11
時

■
注
意
事
項　

　
一
般
の
埋
め
立
て
ご
み
の
搬
入
を
希

望
す
る
人
は
、
11
月
22
日（
金
）ま
で
に

生
活
環
境
課
で
搬
入
許
可
申
請
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

大
町
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク（
山
下
）

■
受
け
入
れ
可
能
な
物
・
処
理
料
金

▽
一
斉
清
掃
で
出
た
木
の
枝
な
ど
の
燃

え
る
物
、
空
き
缶
、
ビ
ン
類
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
分
別
し
て
搬
入
し
て
下
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
無
料

▽
可
燃
性
粗
大
ご
み
…
…
…
20
円
／
㎏

▽
金
属
製
粗
大
ご
み
…
…
…
77
円
／
㎏

▽
ス
キ
ー
板
な
ど
…
…
…
…
…
…
80
円

▽
バ
ッ
テ
リ
ー
…
…
３
３
０
円
～
／
個

▽
古
タ
イ
ヤ
…
…
…
１
５
０
円
～
／
本

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
廃
家
電

（
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
）

…
…
…
…
…
３
０
０
０
円
程
度
～
／
台

※
種
類
と
大
き
さ
で
金
額
が
異
な
り
ま

す
。

■
時
間　
午
前
７
時
～
11
時

■
注
意
事
項　
当
日
、
大
町
リ
サ
イ
ク

ル
パ
ー
ク
で
の
資
源
物
受
け
入
れ
は
行

い
ま
せ
ん
。

北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク（
源
汲
）

■
受
け
入
れ
可
能
な
物

▽
可
燃
性
粗
大
ご
み
…
10
㎏
あ
た
り
２

０
０
円
か
か
り
ま
す
。

　
剪
定
枝
な
ど
は
直
径
が
５
㎝
か
つ
長

さ
が
１
８
０
㎝
未
満
の
場
合
に
持
ち
込

め
ま
す
。

▽
資
源
物（
容
器
包
装
類
、
古
紙
類
、

衣
類
、
小
型
家
電
、
蛍
光
灯
な
ど
）も

持
ち
込
め
ま
す
。

▽
燃
え
る
ご
み
、
金
属
類（
指
定
袋
）

■
時
間　
午
前
９
時
～
11
時

■
問
い
合
わ
せ

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
□市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

【広告】
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図書館だより

−新着図書（一般向け）−
「スイスの最も美しい村」全踏破の旅［旅行ガイド］
���������������� 吉村和敏／著
マンガでわかるつらいめまいの治しかた［病気］
���������������� 五島史行／著
まるごと海藻レシピBOOK 腸活のスーパーフード

［料理］���� 井澤由美子／著　江田証／医学監修
野草・山菜・きのこ図鑑 一年中使えるフィールド
ガイド決定版！［山菜］
�� 茸本朗／野草・山菜編著　ＨＳ／きのこ編著
−新着図書（子ども向け）−

みかんファミリー［日本の絵本］� 椰月美智子／著
日本全国なるほど都道府県の名前由来辞典［地理］
�冨樫純一／監修 グラフィオ／編 さがわゆめこ／画
受験・大人の学びにも使えるＩＴ・通信の歴史図
鑑［通信］������ 玉原輝基／著　星野友江／文
絵で見て楽しい！ 初めての和の音楽［音楽］
���������������� 上野哲生／著
−11月の推薦図書−

水族館メモリーズ１　実業之日本社
木宮条太郎／著
　水族館ガールの続編。水族館飼育
員の由香が失敗や挫折を繰り返しつ
つ動物たちと格闘する姿を描いた作
品。今回はクラゲ採集に悪戦苦闘の
ペンギントレーニング。
チビ、にげろ！ ８ぴきのだいだっ
そう　中央公論新社
はせがわゆうじ／作
　８ぴきが暮らすのはオリの中。お
母さんに会いたい子犬のチビを逃が
してやろう。みんなで協力して脱走をはかるが…。

−11月の催し−
おはなしの森����� ２日（土）　午前10時30分
おいでえほんのおへや��� 12日（火）　午前11時
きりがみ教室������� 16日（土）　午前11時
無料託児サービス（要予約）
���������� 21日（木）　午前10時～正午
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

国営アルプスあづみの公園　おでかけ通信 171
秋の森チャレンジ＆紅葉フェスタ
屋外で過ごしやすい季節になりました。

肌寒い日こそ、体を動かして遊びませんか？
謎解き脱出ゲーム「不思議な森からの脱出」
　謎解きやアクティビティをこなして不思議な森から脱
出しよう！
■日時　11月２日（土）～４日（月）
午前10時～午後３時30分
※最終受付　午後２時30分
※少雨決行・荒天中止
■受付場所　アルプス大草原
■参加費　600円／人

落ち葉かきをしよう
　作業後には、焼きたての
焼き芋を振る舞います♪
■日時　11月10日（日）
午後１時～３時
■集合場所　レンタル棟
■定員　20組（事前申し込み）

トレイルランナーズカップ
　園内の起伏があるコースを
走るトレイルランニングの大
会を開催。
■期日　11月17日（日）　
※少雨決行・荒天中止
※募集は締め切り済み
■主催　トレイルランナーズ

巨大地上絵
　大町・松川地区開園15
周年を記念したデザイン
の芝生アートをご覧いた
だけます。
■見ごろ　11月下旬まで
■場所　アルプス大草原

【食体験】スペシャル竹巻きパンづくり
　竹棒に生地を巻き付けて、炭火で焼き上げます。
今回は魚肉ソーセージ入りです。
■日時　11月９日（土）・10日（日）

（受付時間）午前９時30分～
　　　　　午後１時30分
■場所　森の体験舎　食工房
■参加費　250円／個
※材料がなくなり次第終了

【共通事項】

▽料金の掲載のないものは無料ですが、入園料は必要で
す（中学生以下無料）。

▽申し込みの掲載がないものは、当日直接ご参加ください。
詳細は、公園管理センター（大町・松川地区）にお問い
合わせください。ホームページでもご確認いただけま
す。一部のイベントは、事前の電話予約も承っています。
https://www.azumino-koen.jp/

■問い合わせ　アルプスあづみの公園管理センター
　（大町・松川地区）　℡21-1212

　まちなかボイス～きらり☆大町人～
　常盤上一の西田忠弘
さん（77）をご紹介しま
す。国営アルプスあづみ
の公園大町・松川地区で
公園サポーターとして活
動する西田さんに、張り
合いのある生活をおくる原動力についてお聞きします。

 放送日  ……………………… 10日（日）・13日（水）
■問い合わせ　大町市有線放送　℡・有線22-1297

有線放送11月の番組から
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11月の有料相談（要予約）

法 律 19日・26日 火曜日 13:00〜16:00 北アルプス
市町村会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =１時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー
●譲ります

▽フレキシブルコンテナ（約１カ月前購入、１回使
用、多数あり、容量約１トン他各種）���� 無料

▽果実酒保存ビン３個（購入時期不明、直近20年は
　未使用、Ｗ16cm×Ｈ20cm：２個、Ｗ17.5cm

×Ｈ25cm：１個）�������  全部で500円

▽陶器の甕（かめ）４個（購入時期不明、数十年使
用、Ｗ30cm×Ｈ29cm：１個、Ｗ23cm×Ｈ
23cm：２個、Ｗ19cm×Ｈ22cm：１個）

　��������������� 全部で500円
●譲ってください

▽新規無し
　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任において
行ってください。「広報おおまち」が届く前に交渉
が成立することがあります。市ホームページに詳
しい情報を載せています。
■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡□市内線463

11月の納税など
固定資産税・都市計画税…………………………… 第３期
国民健康保険税（普通徴収分）……………………… 11月分
後期高齢者医療保険料（普通徴収分）……………… 11月分
保育料・保育所給食費……………………………… 11月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……………………… 11月分
学校給食費…………………………………………… 第７期
上下水道料…………………………………………… 11月分

納期限は12月２日（月）

11月の無料相談

法律
（要予約）

12日（火）
13：00〜15：30

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎□市 内線 403

担当=宮井麻由子弁護士（次回は12月10日　湊大地弁護士）

行政

27日（水）
9：00〜12：00 市八坂支所 行政管理・

コンプライアンス
推進係

☎□市 内線 511
27日（水）

9：00〜12：00 美麻公民館

年金
（要予約）

21日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-25-8100

日本政策金融
公庫（要予約）

21日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女性・男性
（要予約）

14日（木）
10：00〜15：00 子育て・

女性相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策係

☎□市 内線 83028日（木）
9：00〜12：00

育児
27日（水）

9：30〜11：00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

心配ごと
（要予約）

11日・25日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

11日・25日
月曜日

13：00〜15：00
成年後見制度
（要予約）

28日（木）
13：30〜15：30

池田町
総合福祉センター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（要予約）

平日
9：30〜17：00

総合福祉センター
まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

若年者
就職相談

（要予約）
21日（木）

13：30〜17：00
第５会議室

（市役所本庁舎 2 階）
商業労政係

☎□市 内線 542

人権 21日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

ケーブルテレビ11月の番組から

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00
＊しらかば保育園運動会����� ４日〜10日
＊こまくさ幼稚園運動会����� ４日〜10日
＊大町幼稚園運動会������� 11日〜17日
＊くるみ保育園運動会������ 11日〜17日
＊八坂小中学校やまびこ祭���� 18日〜24日
＊はなのき保育園運動会����� 18日〜24日
＊美麻小中学校梨の木祭��� 25日～12月１日
＊大北吹奏楽フェスティバル� 25日～12月１日
＊定例記者会見��������� 18日・19日

シャイニングキッズ　毎日放送
午前7:00、午前11:00、午後4:00、午後6:00
　おおまちのげんきなこどもたち。日常のドキド
キ・ワクワクな表情をご覧ください。

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新）午前6:00、午前8:30、
正午、午後5:00、午後7:00、午後11:00
＊一週間の出来事、市からのお知らせなど
※放送予定を変更する場合があります。ご了承く

ださい。

▽ 番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページをご覧ください。

来年３月まで
引き込み無料

キャンペーン実施中！

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ＤＸ推進係　℡21-3805
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この広報紙は
植物油インキで
印刷しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

 人の動き 　10月１日現在、（　）内は前月比

　総人口 25,372 （－22）　男 12,370 （－12）　転入 64　出生 13
　世帯数 11,997 （－11）　女 13,002 （－15）　転出 60　死亡 44

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

3日（日）
遠藤内科医院 神栄町 ☎ 22-0031
はーぶの里診療所 池田町 ☎ 62-0210
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

4日（月）
最上整形外科クリニック 上　一 ☎ 23-3300
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

10日（日）
小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047
若林医院 松川村 ☎ 62-2105
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

17日（日）
菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580
近藤医院 松川村 ☎ 62-9187
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

23日（土）
平林医院 六九町 ☎ 22-2525
西森整形外科 松川村 ☎ 61-1700
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

24日（日）
横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371
太田医院 池田町 ☎ 62-1010
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
3日（日） 西澤歯科医院 幸　町 ☎ 22-5091
4日（月） 師岡歯科 池田町 ☎ 62-9781

10日（日） 柏原歯科医院 白馬村 ☎ 71-1182
17日（日） 小田切歯科医院 池田町 ☎ 62-3134
23日（土） おだ歯科 白馬村 ☎ 72-6482
24日（日） オクハラデンタルクリニック 仁科町 ☎ 23-0500

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）
3日（日） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151
4日（月） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025

10日（日） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512
17日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184
23日（土） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512
24日（日） アーク調剤薬局長野大町店 旭　町 ☎ 85-4587

　おおまちカフェでは、信州のソウルフードビタミンちくわの魅
力を再認識してもらい、さらに能登の復興を後押しするため、信
濃大町ビタミンちくわフェアを開催します。黒部ダム建設当時か
ら大町市とつながりの深いビタミンちくわ。おいしく食べて能登
を応援しましょう。
■期間　11月１日（金）～令和７年１月31日（金）
❶食べて復興支援

「がんばろう能登」のシールが貼ってある商品を食べて復興支援。
ビタミンちくわも対象です。
❷＃ビタミンちくわ食べたよ　Instagramキャンペーン
Instagramに「＃ビタミンちくわ食べたよ」を付けてその日食べた
メニューを投稿しよう。
❸協力店でビタミンちくわのメニューを食べよう
フェア協力店でビタミンちくわのメニューを使ったメニューを食
べて店舗の応募箱から応募しよう。

▽❷、❸に応募した人から抽選でスギヨのグループ会社杉野谷与
作の「海産物詰め合わせセット」または「おおまぴょん＆ビタちく
ワン」のオリジナルグッズが当たります。

■問い合わせ　まちづくり産業課特産品振興係　℡□市内線543

11 月の休日医療情報

おおまちカフェ
食べて復興支援　がんばろう能登
信濃大町ビタミンちくわフェア

～ビタミンちくわでつながる復興の輪～

ビタミンちくわ
記念キャラクター
ビタちくワン

きらり★情報館


